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１．自家用波及事故防止について
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自家用波及事故の概要（令和元年度の特徴）
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※施設後１年以上経過した設備において，点検修理保守業務の不良により，行われるべき
保守作業が行われなかったもの
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Sheet1

				自発 ジハツ		他発 タハツ		気象条件 キショウジョウケン		原因不明 ゲンインフメイ

		平成30年度 ヘイセイネンド		68		14		20		5

		令和元年度 レイワガンネンド		52		8		58		17
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自家用波及事故発生状況
主遮断装置の電源側・負荷側別事故発生状況（令和元年度）
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				１．自家用波及事故概要 ジカヨウハキュウジコガイヨウ

						　令和元年度に発生した自家用波及事故を起因とした配電線事故は135件であり，前年度の107件に対して28件増えた。主な自家用波及事故の理由は，自発事故52（前年68）件，気象条件58（前年20）件，他発事故8（前年14）件であり，前年度と比べ気象条件事故が38件大幅に増加した。これは令和元年の台風15号（令和元年房総半島台風）および，台風19号（令和元年東日本台風）の被害によるものになっている。
　一方，二次原因として多いのは，ケーブル関係の38（前年51）件と機器類の77（前年41）件であり，二つを合計すると事故の約9割をしめている。ケーブル関係が，前年度と比べ13件減少したのに対し，機器類は36件と大幅に増加しており，こちらも台風の影響によるもので，その内訳では，LBSやキュービクルが被害機器の大半となっている。 レイワケンフゼンネンゼンネンゼンネンケンオオハバネンタイフウゴウレイワガンネンボウソウハントウタイフウタイフウゴウレイワガンネンヒガシニホンタイフウヒガイゼンネンゼンネンケンゲンショウタイケンオオハバゾウカタイフウエイキョウヒガイキキタイハン

																																																												（件） ケン

														4月 ガツ				5月				6月				7月				8月				9月				10月				11月				12月				1月				2月				3月

						平成29年度 ヘイセイネンド								10		9		8		13		6		16		7		18		10		12		13		13		9		10		7		6		4		2		9		6		7		6		5		7

						平成30年度 ヘイセイネンド								3				10				4				6				26				10				20				3				7				4				9				5

						令和元年度 レイワガンネンド								5				8				7				13				9				49				21				7				3				7				2				4

				２．事故発生箇所 ジコハッセイカショ

						　令和元年度の自家用波及事故のうち，主遮断装置を含む主遮断装置の電源側（主遮断装置の保護範囲外）に起因する事故は，波及事故全体の99.3（前年98.1）%であり非常に高い割合をしめている。
　事故発生箇所の内訳は，ケーブル関係が38（前年51）件で最も多く発生したものの，前年に比べ減少傾向であった。続いて開閉器が25件（前年24）件で，昨年同等の発生件数となっている。 ゼンネンゼンネンゼンネンクラゲンショウケイコウカイヘイキケンゼンネンサクネンドウトウハッセイケンスウ

				遮断装置の電源側事故構成率の年度推移 シャダンソウチデンゲンガワジココウセイリツネンドスイイ

																																																								（％）

												年度						H22				23				24				25				26				27				28				29				30				R1

												割合						91.2				96.7				97.2				96.8				96.6				97.6				96.8				96.8				98.1				99.3

				３．事故原因の構成と発生件数の推移 ジコゲンインコウセイハッセイケンスウスイイ

						(1) 一次原因の構成

						　一次原因の構成として，気象条件事故は58（前年20）件で，内訳としては風雨が36件と多く，雷は昨年と同じ17件であった。
　自発事故は，52（前年68）件で，保守不完全，鳥獣接触，自然劣化が主な要因となっている。
　他発事故は，8（前年14）件で，火災，他企業者による外傷が主な要因となっている。
　自発・他発共に若干であるが減少傾向であった。 ゼンネンフウウケンオオカミナリサクネンオナゼンネンチョウジュウセッショクシゼンレッカゼンネンジハツタハツトモジャッカンゲンショウケイコウ

						(2) 一次原因別事故発生件数の推移（年度別）

						　一次原因別の事故発生件数は，気象条件事故が58（前年20）件で38件増加し，自発事故が52（前年68）件で16件の減少，他発事故が8（前年14）件で6件減少と気象条件自事故以外はいずれも微減で推移した。
 ゼンネンゾウカゼンネンゲンショウゼンネンゲンショウキショウジョウケンビゲンスイイ

														年度  ネンド		H21				22				23				24				25				26				27				28				29				30				R1				令和元年度構成率 レイワガンネンドコウセイリツ

				一次原因 イチジゲンイン

				自発事故 ジハツジコ		操業者過失 ソウギョウシャカシツ										13				7				5				9				7				7				3				5				4		0		4		0		4		0		3.0%

						他物接触 タブツセッショク		樹木接触等 ジュモクセッショクトウ								2				1				0				0				2				0				2				1				0		0		2		0		2		0		1.5%

								鳥獣接触 チョウジュウセッショク								9				3				5				4				4				9				0				6				4		0		2		0		8		0		5.9%

								その他 タ								0				1				2				1				1				0				7				1				2		0		2		0		5		0		3.7%

								計 ケイ								11				5				7				5				7				9				9				8				6				6				15				11.1%

						施設不完全 シセツフカンゼン		製作不完全 セイサクフカンゼン								1				1				0				0				0				1				0				0				0				0				0				0.0%

								施工不完全 セコウフカンゼン								3				2				3				2				3				1				3				3				6				3				3				2.2%

								保守不完全 ホシュフカンゼン								27				36				25				26				29				11				33				25				20				10				18				13.3%

								自然劣化 シゼンレッカ								40				28				17				49				33				37				37				15				24				44				7				5.2%

								その他 タ								0				1				27				7				0				22				2				7				5				1				3				2.2%

								水トリー（再掲） ミズサイケイ								5				1				1				0				3				2				0				0				0				0				0				0.0%

								計 ケイ								71				68				72				84				65				72				75				50				55				58				31				23.0%

						その他 タ										0				0				0				0				1				0				0				1		0		0		0		0		0		2		0		1.5%

						計 ケイ										95				80				84				98				80				88				87				64		0		65		0		68		0		52		0		38.5%

				気象条件等 キショウジョウケントウ		雷 カミナリ										19				58				21				22				39				19				18				13				10				17				17				12.6%

						塩 シオ										0				0				0				0				1				0				1				0				0				0				0				0.0%

						風雨 フウウ										2				0				6				1				3				0				0				0				1				3				36				26.7%

						氷雪 ヒョウセツ										0				1				0				1				51				0				0				0				0				0				0				0.0%

						その他 タ										0				17				1				0				0				0				1				0				0				0				5				3.7%

						計 ケイ										21				76				28				24				94				19				20				13				11				20				58				43.0%

				他発事故 タハツジコ		公衆過失・故意 コウシュウカシツコイ		建築現場 ケンチクゲンバ								0				4				3				1				1				1				0				0				1				1				1				0.7%

								他企業の外傷 タキギョウガイショウ								0				3				4				7				3				4				4				5				3				4				2				1.5%

								クレーン接触 セッショク								0				0				0				0				0				0				0				0				0				1				0				0.0%

								火災 カサイ								10				6				3				4				11				3				6				5				3				5				3				2.2%

								漏水 ロウスイ								1				1				0				0				0				0				0				0				0				1				0				0.0%

								その他 タ								0				1				1				1				1				2				7				2				3				2				2				1.5%

								計 ケイ								11				15				11				13				16				10				17				12				10				14				8				5.9%

						その他 タ										3				0				0				0				0				1				0				0				0				0				0				0.0%

						計 ケイ										14				15				11				13				16				11				17				12		0		10		0		14		0		8		0		5.9%

				その他不明 タフメイ												0				0				0				5				0				0				0				4				9				5				17				12.6%

				合計 ゴウケイ												130				171				123				140				190				118				124				93		0		95		0		107		0		135		0		100.0%

						(3) 二次原因の構成

						　二次原因の構成として，最も多いのは機器類の77件（57.0％）であり，その内，開閉器，LBS，キュービクルが主な要因となっている。
　次に多いのはケーブル類の38件（28.1％）であり，そのうちＣＶＴの26件が大半をしめている。 キキルイケンウチカイヘイキツギオオ

						(4) 二次原因別事故発生件数の推移（年度別）

		　二次原因別事故発生件数として，最も多いのはケーブル関係の51件(47.7%)であり，前年度の42件に対して、微増で推移した。
　次に多いのは，機器類の41件(38.3%)であり，前年度の46件から5件減少した。 ビゾウゲンショウ				　二次原因別事故発生件数として，最も多いのは機器類77（前年41）件であり，台風の影響により前年度に対して36件大幅に増加した。
　次に多いのは，ケーブル関係の38（前年51件）であり，前年度から13件減少した。 キキルイゼンネンケンタイフウエイキョウゼンネンドタイケンオオハバゾウカカンケイゼンネンゲンショウ

														年度  ネンド		H21				22				23				24				25				26				27				28				29				30				R1				令和元年度構成率 レイカズガンネンネンドコウセイリツ

				二次原因 ニジゲンイン

				支持物 シジブツ		碍子 ガイシ										3				1				2				3				0				0				0		0		1		0		0		0		1		0		3		0		2.2%

						その他 タ										1				1				1				0				1				1				0		0		0		0		0		0		4		0		3		0		2.2%

						計 ケイ										4				2				3				3				1				1				0		0		1		0		0		0		5		0		6		0		4.4%

				電線関係 デンセンカンケイ												4				9				8				4				8				3				4		0		3		0		5		0		8		0		11		0		8.1%

				ケーブル関係 カンケイ		ケーブル		PTA･PLZ								0				0				0				0				0				0				0		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0.0%

								CV								11				15				8				10				12				12				7		0		7		0		3		0		4		0		3		0		2.2%

								BN								0				0				0				1				0				0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0.0%

								CVT								49				49				41				56				37				41				46		0		31		0		35		0		34		0		26		0		19.3%

								その他 タ								0				0				5				6				4				3				4		0		5		0		3		0		6		0		6		0		4.4%

						中間接続 チュウカンセツゾク										0				1				0				0				0				0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0.0%

						終端接続 シュウタンセツゾク										4				1				2				6				0				2				0		0		0		0		0		0		5		0		3		0		2.2%

						その他 タ										0				0				0				1				0				0				0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0.0%

						計 ケイ										64				66				56				80				53				58				57		0		43				42				51				38				28.1%

				変圧器 ヘンアツキ												0				5				0				2				0				0				0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0.7%

				機器類 キキルイ		開閉器 カイヘイキ										21				59				31				26				48				27				30		0		24		0		12		0		24		0		25		0		18.5%

						断路器 ダンロキ										3				6				3				5				3				7				0		0		4		0		5		0		2		0		4		0		3.0%

						遮断器 シャダンキ										9				4				7				3				21				2				7		0		5		0		15		0		4		0		8		0		5.9%

						LBS										11				6				8				6				34				7				8		0		5		0		6		0		8		0		20		0		14.8%

						避雷器 ヒライキ										2				0				0				1				1				1				2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0.0%

						計器用変成器 ケイキヨウヘンセイキ										1				2				2				2				1				4				1		0		0		0		1		0		0		0		1		0		0.7%

						コンデンサ										1				0				0				0				1				0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0.0%

						その他 タ										10				6				3				7				16				4				12		0		3		0		7		0		3		0		19		0		14.1%

						計 ケイ										58				83				54				50				125				52				60		0		41				46				41				77				57.0%

				その他不明 タフメイ												0				6				2				2				2				4				3		0		5		0		2		0		2		0		2		0		1.5%

				合計 ゴウケイ												130				171				123				141				189				118				124		0		93		0		95		0		107		0		135		0		100.0%

				４．一次原因と二次原因の相関性 イチジゲンインニジゲンインソウカンセイ

						(1) 風雨（発生件数36件） フウウ

						　風雨による波及事故は，計器・その他が26件（72.2%）で，LBS・キュービクルが被害箇所の大半となっており，風雨被害による波及事故全体の，高い割合をしめている。 フウウケイキタヒガイカショタイハンフウウヒガイ

						(2) 保守不完全（発生件数18件）

		　保守不完全による波及事故は10件であり，前年度の20件から10件減少した。内訳は，機器類が8件（80.0％），
電線類が１件（10.0%），その他1件（10.0%）となっている。 タケン						　保守不完全による波及事故は18件であり，前年度の10件から8件増加した。内訳は，ケーブル関係が10件（55.6％），機器類が6件（33.3％），碍子が１件（5.6%），架空ケーブル1件（5.6%）となっている。 ゾウカカンケイケンガイシカクウケン

		【参考】 サンコウ						保守不完全とは，施設後1年以上経過した設備において，点検修理保守業務の不良により，行われるべき保守作業が行われなかったものや，巡視時に十分発見可能であったと思われるものに起因して発生した事故をいう。
具体的には，クリートやブッシングの汚損を放置したために事故に至ったものや，絶縁測定等を定期的に行わなかったために，機器の劣化を事前に捉えられなかったもの等が挙げられる。

						(3) 雷（発生件数17件）

						　雷による波及事故は17件であり，前年度と同じ件数で推移した。二次原因は，機器類16件(94.1%)が
ほぼ大半を占めている。 ケンゼンネンドオナケンスウスイイキキルイケンタイハンシ

						(4) ケーブル関係事故（発生件数38件）

								　ケーブル関係による波及事故は38（前年51）件であり，前年度から13件減少した。一次原因別に見ると，自発事故が20件（52.6%）と半数をしめている。 ゼンネンケンゲンショウジハツジコハンスウ

						　CV・CVTケーブルの自然劣化による波及事故7件について，その施設後経過年数は，以下のとおりとなっている。 シゼンレッカハキュウジコイカ

								<参考>種別・製造年別ケーブル施設数

																																								（令和元年度末現在）　　単位：箇所 レイカズモトネンドマツゲンザイタンイカショ

														製造年		41年　以前 ネンイゼン				42年　～43年 ネンネン				44年　～45年 ネンネン				46年　～47年 ネンネン				48年　～49年 ネンネン				50年　～51年 ネンネン				52年　～53年 ネンネン				54年　～55年 ネンネン				56年　～57年 ネンネン				58年
以降 ネンイコウ						不明 フメイ

								種別 シュベツ

								CVケーブル								11				25				94				205				363				432				930				1,579				1,050				2,270						1,850

								CVTケーブル								40				1				19				29				72				69				140				587				1,731				205,201						34,356

				５．事故発生箇所と変電所・需要家リレーの動作状況 ジコハッセイカショヘンデンショジュヨウカドウサジョウキョウ

						　波及事故135件中の74件（54.8%）がDGR動作によるものであり，52件（38.5%）がOCR動作によるものであった。
　主遮断装置の保護範囲外となる「主遮断装置の電源側」，「主遮断装置自体」，「GR付PAS・UGS・UAS」の事故発生件数は，合計で134件（99.3%）をしめている。

												事故発生箇所 ジコハッセイカショ		需要家リレー
動　作　状　況 ジュヨウカドウサクジョウキョウ												変電所動作リレー ヘンデンショドウサ

																										DGR						OCR						DGR
＋
OCR						その他 タ						動作
なし ドウサ						計 ケイ

												GR付PAS，UGS・UAS ツ														6						17						1												1						25

												主遮断装置の電源側 シュシャダンソウチデンゲンガワ														7						19						3																		29

												主遮断装置自体 シュシャダンソウチジタイ														60						16						1												3						80

												その他 タ																																												0

												主遮断装置の負荷側 シュシャダンソウチフカガワ		OCR
(ｼﾘｰｽﾞﾄﾘｯﾌﾟ)																																										0

														GR
(ｼﾘｰｽﾞﾄﾘｯﾌﾟ)																																										0

														不動作時限誤り フドウサジゲンアヤマ																																										0

														不動作電源切れ フドウサデンゲンキ																																										0

														不動作その他 フドウサタ												1																														1

														保護要素なし ホゴヨウソ																																										0

														その他 タ																																										0

														小計 ショウケイ												1						0						0						0						0						1

												合計 ゴウケイ														74						52						5						0						4						135



&C&"ＭＳ 明朝,標準"&14－&P&[－
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発生件数
9件

鳥獣による発生箇所内訳（平成21年度）
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		5		0		12		1		5		5		5		5		5		45		5

		6		1		16		1		6		6		6		6		6		35		6

		7		2		12		2		7		7		7		7		7		20		7

		8		3		11		5		8		8		8		8		8		12		8

		9		0		17		1		9		9		9		9		9		17		9

		10		0		9		4		10		10		10		10		10		14		10

		11		1		15		0		11		11		11		11		11		7		11

		12		0		12		1		12		12		12		12		12		14		12

		13		0		13		1		13		13		13		13		13		13		13

		14		1		17		1		14		14		14		14		14		8		14

		15		0		6		0		15		15		15		15		15		7		15

		16		0		8		2		16		16		16		16		16		12		16

		17		0		6		0		17		17		17		17		17		17		17

		18		2		4		1		18		18		18		18		18		8		18

		19		1		9		0		19		19		19		19		19		5		19

		20		0		9		2		20		20		20		20		20		12		20

		21		2		8		0		21		21		21		21		21		0		21



保守不完全

他物接触

制作不完全

施工不完全

水トリー

操業者過失

樹木接触等

鳥獣接触

その他

他物接触

制作不完全

施行不完全

保守不完全

自然劣化

その他

水トリー

（年度）

自家用波及事故発生件数

自発事故の主な原因推移（平成5年度～平成21年度）

4

13

0

1

11

30

38

9

18

1

2

14

30

34

15

16

1

3

12

29

19

12

19

0

3

10

30

9

3

18

0

6

9

29

15

6

13

4

4

17

35

12

9

16

21

1

14

43

5

14

13

5

0

18

43

11

10

14

3

2

18

29

10

15

19

2

3

20

21

3

9

6

3

7

29

22

1

8

10

8

1

22

24

5

9

6

4

3

7

30

6

11

7

3

1

12

31

0

5

10

3

2

25

21

0

7

11

2

3

18

30

4

13

11

1

3

27

40

5



		5		5		5

		6		6		6

		7		7		7

		8		8		8

		9		9		9

		10		10		10

		11		11		11

		12		12		12

		13		13		13

		14		14		14

		15		15		15

		16		16		16

		17		17		17

		18		18		18

		19		19		19

		20		20		20

		21		21		21



雷

風雨

氷雪

（年度）

自家用波及事故発生件数

気象条件事故の主な推移（平成5年度～平成21年度）

16

24

20

54

8

0

42

6

1

17

47

0

27

4

3

17

13

0

40

2

0

96

1

2

45

8

0

59

4

0

42

3

0

45

27

0

36

4

0

46

1

0

36

3

0

75

0

0

17

2

0



		20年未満		20年未満

		20年		20年

		21年		21年

		22年		22年

		23年		23年

		24年		24年

		25年		25年

		26年		26年

		27年		27年

		28年		28年

		29年		29年

		30年以上		30年以上

		不明		不明



ＣＶＴ

ＣＶ

施設後経過年数

事故件数

ＣＶ・ＣＶＴケーブル事故（絶縁劣化）の施設後経過年数別件数）

2

2

3

2

1

1

1

1

1

3

6

3



		開閉器		開閉器

		遮断器		遮断器

		機器類その他		機器類その他

		CVT		CVT

		CV		CV



発生件数
　３９件

雷による発生箇所内訳（平成25年度）

開閉器
29件(74.4%)

遮断器
4件
(10.3%)

機器類その他
2件(5.1%)

CVT
3件
(7.7%)

CV 1件(2.6%)

機器類
35件(89.7%)

ケーブル関係
4件(10.3%)

29

35

4

4

2

3

1



		S62

		63

		H1

		2

		3

		4

		5

		6

		7

		8

		9

		10

		11

		12

		13

		14

		15

		16

		17

		18

		19

		20

		21

		22

		23

		24

		25

		26

		27

		28

		29

		30

		R1



（件）

（年度）

発 生 件 数

自家用波及事故件数の推移（昭和62年度～令和元年度）

304

263

320

342

255

186

197

210

176

187

146

153

176

243

177

187

156

191

124

140

136

188

130

173

123

141

194

118

124

93

95

107

135



		S62		S62

		63		63

		H1		H1

		2		2

		3		3

		4		4

		5		5

		6		6

		7		7

		8		8

		9		9

		10		10

		11		11

		12		12

		13		13

		14		14

		15		15

		16		16

		17		17

		18		18

		19		19

		20		20

		21		21

		22		22

		23		23

		24		24

		25		25

		26		26

		27		27

		28		28

		29		29

		30		30

		R1		R1



上期

下期

（件）

（年度）

発　生　件　数

自家用波及事故の期別推移（昭和62年度～令和元年度）

205

99

140

123

206

114

198

144

142

113

115

71

112

85

132

78

111

65

131

56

99

47

90

63

111

65

172

71

114

63

118

69

99

57

100

91

90

34

96

44

95

41

135

53

66

64

108

65

78

45

92

49

87

107

81

37

77

47

56

37

54

41

59

48

91

44



		4月		4月		4月

		5月		5月		5月

		6月		6月		6月

		7月		7月		7月

		8月		8月		8月

		9月		9月		9月

		10月		10月		10月

		11月		11月		11月

		12月		12月		12月

		1月		1月		1月

		2月		2月		2月

		3月		3月		3月



平成30年度

令和元年度

平成29年度

（件）

Ｈ29年度

Ｈ30年度

Ｒ元年度

発 生 件 数

自家用波及事故の月別推移（平成28年度～令和元年度）

10

3

5

8

10

8

6

4

7

7

6

13

10

26

9

13

10

49

9

20

21

7

3

7

4

7

3

9

4

7

7

9

2

5

5

4



		支持物		支持物

		ケーブル関係		ケーブル関係

		遮断器		遮断器

		開閉器　		開閉器　

		ＬＢＳ　　　		ＬＢＳ　　　

		断路器　　　		断路器　　　

		電線関係		電線関係

		キュービクル		キュービクル

		母線		母線

		計器用変成器		計器用変成器

		避雷器		避雷器

		その他		その他

		変圧器		変圧器

		コンデンサ		コンデンサ



発生件数
　135件

主遮断装置の負荷側
1件(0.7%)

主遮断装置の電源側
（主遮断装置自体を含む）
134件(99.3%)

支持物6件（4.4%)

変圧器1件（0.7%)

主遮断装置の電源側・負荷側別事故発生状況（令和元年度）

ケーブル
関係
38件
(28.1%)

開閉器
25件
(18.5%)

ＬＢＳ
20件(14.8%)

遮断器　8件(5.9％)

キュービクル　17件(12.6%)

電線関係　11件(8.1%)

断路器　4件(3.0%)

その他（電源側）　4件(3.0%)

計器用変成器　1件(0.7%)

6

134

38

1

8

25

20

4

11

17

0

1

0

4

1

0



		雷		雷

		洪水・他		洪水・他

		風雨		風雨

				17

		自然劣化		自然劣化

		保守不完全		保守不完全

		施工不完全		施工不完全

		操業者過失		操業者過失

		鳥獣接触		鳥獣接触

		樹木接触		樹木接触

		その他（自発）		その他（自発）

		火災		火災

		他企業者による外傷		他企業者による外傷

		建築所		建築所

		その他(他発）		その他(他発）

		原因不明		原因不明



発生件数
135件

一次原因の構成（令和元年度）

雷
17件(12.6%)

自然劣化
7件(5.2%)

保守不完全
18件(13.3%)

施工不完全
　3件(2.2%)

その他(自発)
10件(7.4%)

火災 3件(2.2%)

他企業者による外傷
2件(1.5%)

その他(他発)
2件(1.5%）

風雨
36件(26.7%)

気象条件
58件(43.0%)

自発事故
52件
(38.5%)

他発事故
8件(5.9%)

原因不明
17件(12.6%)

17

58

5

52

36

8

7

18

3

4

8

2

10

3

2

1

2

17



		5		5		5

		H6		H6		H6

		7		7		7

		8		8		8

		9		9		9

		10		10		10

		11		11		11

		12		12		12

		13		13		13

		14		14		14

		15		15		15

		16		16		16

		17		17		17

		18		18		18

		19		19		19

		20		20		20

		21		21		21

		22		22		22

		23		23		23

		24		24		24

		25		25		25

		26		26		26

		27		27		27

		28		28		28

		29		29		29

		30		30		30

		R1		R1		R1



鳥獣接触
8件（5.9%）

操業者過失
4件（3.0%）

建築所
1件(0.7%)

樹木接触
2件（1.5%）

洪水・他
5件(3.7%)

他発事故

気象条件事故

自発事故

自発事故計

気象事故計

他発事故計

（年度）

自家用波及事故発生件数

一次原因別の推移（平成6年度～令和元年度）

H5

H5

H5

H6

H6

H6

7

7

7

8

8

8

9

9

9

10

10

10

11

11

11

12

12

12

13

13

13

14

14

14

15

15

15

16

16

16

17

17

17

18

18

18

19

19

19

20

20

20

21

21

21

22

22

22

23

23

23

24

24

24

25

25

25

26

26

26

27

27

27

28

28

28

29

29

29

30

30

30

R1

R1

R1

104

60

31

109

62

34

96

49

26

86

65

34

82

35

20

93

33

23

111

45

16

107

101

24

89

57

28

88

63

34

83

48

22

85

72

26

76

41

6

73

47

16

71

39

13

83

75

24

95

21

14

80

76

15

84

28

11

99

24

13

79

94

16

88

19

11

87

20

17

64

13

12

65

11

10

68

20

14

52

58

8

（件）

保守不完全

他物接触

（件）

自然劣化

操業者過失

操業者過失

他物接触

保守不完全

自然劣化

（年度）

自家用波及事故発生件数

自発事故の主な原因推移（平成6年度～令和元年度）

H6

H6

H6

H6

7

7

7

7

8

8

8

8

9

9

9

9

10

10

10

10

11

11

11

11

12

12

12

12

13

13

13

13

14

14

14

14

15

15

15

15

16

16

16

16

17

17

17

17

18

18

18

18

19

19

19

19

20

20

20

20

21

21

21

21

22

22

22

22

23

23

23

23

24

24

24

24

25

25

25

25

26

26

26

26

27

27

27

27

28

28

28

28

29

29

29

29

30

30

30

30

R1

R1

R1

R1

9

18

14

30

15

16

12

29

12

19

10

30

3

18

9

29

6

13

17

35

9

16

14

43

14

13

18

43

10

14

18

29

15

19

20

21

9

6

29

22

8

10

22

24

9

6

7

30

11

7

12

31

5

10

25

21

7

11

18

30

13

11

27

40

7

5

36

28

5

7

25

17

9

5

26

49

7

7

29

33

7

9

11

37

3

9

33

37

5

8

25

15

4

6

20

24

4

6

10

44

4

15

18

7

雷

風雨

その他

（件）

（年度）

雷

風雨

その他計

自家用波及事故発生件数

気象条件事故の主な推移（平成6年度～令和元年年度）

16

24

20

54

8

0

42

6

1

17

47

1

27

4

4

17

13

3

40

2

3

96

1

4

45

8

4

59

4

0

42

3

3

45

27

0

36

4

1

46

1

0

36

3

0

75

0

0

19

2

0

58

0

18

21

6

1

22

1

1

39

3

52

19

36

0

18

0

1

13

0

0

10

1

0

17

3

0

17

36

5



		遮断器		遮断器

		開閉器		開閉器

		ＬＢＳ		ＬＢＳ

		断路器		断路器

		キュービクル		キュービクル

		計器用変成器		計器用変成器

		コンデンサ		コンデンサ

		機器その他		機器その他

		ＣＶＴ		ＣＶＴ

		ＣＶ		ＣＶ

		終端接続		終端接続

		ケーブルその他		ケーブルその他

		電線関係		電線関係

		支持物関係		支持物関係

		変圧器		変圧器

		その他・不明		その他・不明



発生件数
　 135件

二次原因の構成（令和元年度）

開閉器
25件
(18.5%)

LBS 
20件
(14.8%)

キュービクル
17件
(12.6%)

断路器　4件(3.0%)

CVT
26件
(19.3%)

CV　3件(2.2%)

終端接続　3件(2.2%)

電線関係 11件(8.1%)

その他不明　2件（1.5%)

機器類
77件
(57.0%)

ケーブル関係
38件
(28.1%)

8

77

25

38

20

11

4

6

17

1

1

2

0

2

26

3

3

6

11

6

1

2



		開閉器		開閉器

		遮断器		遮断器

		機器類その他		機器類その他

		CVT		CVT

		電線		電線

		不明		不明



機器その他 2件(1.5%)

遮断器 8件(5.9%)

ケーブルその他 
6件(4.4%)

支持物関係 6件(4.4%)

計器用変成器 1件(0.7%)

変圧器 1件(0.7%)

電線関係

支持物

ケーブル関係

機器類

支持物

電線関係

ケーブル関係

機器類

（年度）

自家用波及事故発生件数

二次原因別の推移（平成6年度～令和元年度）

5

5

5

5

H6

H6

H6

H6

7

7

7

7

8

8

8

8

9

9

9

9

10

10

10

10

11

11

11

11

12

12

12

12

13

13

13

13

14

14

14

14

15

15

15

15

16

16

16

16

17

17

17

17

18

18

18

18

19

19

19

19

20

20

20

20

21

21

21

21

22

22

22

22

23

23

23

23

24

24

24

24

25

25

25

25

26

26

26

26

27

27

27

27

28

28

28

28

29

29

29

29

30

30

30

30

R1

R1

R1

R1

8

10

87

89

9

14

99

78

7

6

67

84

3

10

74

92

1

7

50

82

5

9

55

82

9

8

50

101

4

8

68

151

10

7

58

95

5

4

47

123

6

6

43

92

4

5

54

118

3

2

51

65

0

6

50

74

2

3

48

75

2

6

67

112

4

4

64

58

2

9

66

83

3

8

56

54

3

4

80

50

1

8

53

125

1

3

58

52

0

4

57

60

1

3

43

41

0

5

42

46

5

8

51

41

6

11

38

77

（件）

発生件数
　　36件

風雨による被害箇所（令和元年度）

計器・その他
26件(72.2%)

支持物
2件
(5.6%)

ケーブル関係
7件
(19.4%)

コン柱

コン柱

碍子

碍子

断線

断線

ケーブルその他

ケーブルその他

変圧器

変圧器

LBS

LBS

キュービクル

キュービクル

その他

その他

1

2

1

7

3

1

4

26

1

10

11

5

遮断器・他　5件(13.9%)

キュービクル　11件(30.6%)

コン柱　1件(2.8%)

碍子　1件(2.8%)

断線　3件(8.3%)

ケーブル
・他　4件
(11.1%)

変圧器　1件(2.8%)

LBS　10件(27.8%)

発生件数
　　18件

CVT　6件（33.3%）

CV　2件（11.1%）

遮断器　2件（11.1%）

開閉器　3件（16.7%）

断路器　1件（5.6%）

碍子　1件（5.6%）

架空ケーブル　1件（5.6%）

保守不完全の発生箇所（令和元年度）

ケーブル他　2件(11.1%)

計器・その他
6件(33.3%)

ケーブル
10件
（55.6%）

遮断器
3件（12%）

ＬＢＳ
1件（4%）

コンデンサ
1件（4%）

その他
2件（8%）

その他
1件（4%）

ＣＶＴ

ＣＶＴ

ＣＶ

ＣＶ

ケーブルその他

ケーブルその他

遮断器

遮断器

開閉器

開閉器

断路器

断路器

碍子

碍子

架空ケーブル

架空ケーブル

6

10

2

6

2

1

2

1

3

1

1

1

発生件数
   17件

遮断器　2件（11.8%）

ＣＶＴ　1件（5.9%）

雷による発生箇所内訳（令和元年度）

開閉器
14件(82.4%)

機器類
16件(94.1%)

14

16

2

1

0

1

0

0

0



		7		20

		10

		1

		1

		1

		2		5

		1

		1

		1

		1		4

		3

		9		9



発生件数
38件

自発事故
20件
(52.6%)

自然劣化　7件（18.4%）

原因不明
9件(23.7%)

気象条件
4件(10.5%)

保守不完全
10件（26.3%）

施工不完全　1件（2.6%）

操業者その他　1件（2.6%）

鳥獣接触　1件（2.6%）

他発事故
5件(13.2%)

自然劣化 保守不完全 操業者過失 施工不完全 操業者他 鳥獣接触 他企業による外傷 火災 盗難 建築所 雷 風雨 原因不明

自然劣化 保守不完全 操業者過失 施工不完全 操業者他 鳥獣接触 他企業による外傷 火災 盗難 建築所 雷 風雨 原因不明

一次原因別ケーブル関係事故発生内訳（令和元年度）



		６．自家用波及事故一次、二次原因工作物別事故発生状況 ジカヨウハキュウジコイチジニジゲンインコウサクブツベツジコハッセイジョウキョウ

								支持物 シジブツ																電線 デンセン																		高圧引下線 コウアツヒサセン										地中配電線 チチュウハイデンセン																						変圧器 ヘンアツキ														計器・その他 ケイキタ																																その他 タ		不明 フメイ		計 ケイ

								コン柱・鉄柱 ハシラテッチュウ		木柱 モクチュウ		支柱・支持物 シチュウシジブツ		支線・架空地線 シセンカクウチセン		腕金（木） ウデガネキ		碍子 ガイシ		その他 タ		計 ケイ		電線断線 デンセンダンセン		バインド外れ ハズ		他物接触 タブツセッショク		電線相互接触 デンセンソウゴセッショク		応力腐食 オウリョクフショク		電線接続点で断線 デンセンセツゾクテンダンセン		架空ケーブル カクウ		その他 タ		計 ケイ		断混線 ダンコンセン		バインド外れ ハズ		他物接触 タブツセッショク		その他 タ		計 ケイ		ＰＴＡ		ＰＬＺ		ＣＶ		ＢＮ		CVT		その他 タ		中間接続 チュウカンセツゾク		終端接続 シュウタンセツゾク		配電塔 ハイデントウ		キャビネット		計 ケイ		内部不良 ナイブフリョウ		ブッシング		リード線 セン		避雷素子 ヒライソシ		カットアウトスイッチ		その他 タ		計 ケイ		油入開閉器 ユニュウカイヘイキ		真空開閉器 シンクウカイヘイキ		気中開閉器 キチュウカイヘイキ		断路器 ダンロキ		遮断器 シャダンキ		ＬＢＳ		避雷器 ヒライキ				母線 ボセン		計器用変成器ＶＴ・ＣＴ ケイキヨウヘンセイキ		コンデンサ		キュービクル		高圧モーター コウアツ		電気炉 デンキロ		その他 タ		計 ケイ

																																																																																																				リード線 セン		磁器内部 ジキナイブ

		自発事故 ジハツジコ		操業者 ソウギョウシャ		当社関連－活線作業中 トウシャカンレンカッセンサギョウチュウ																0																		0										0																						0														0																																0						0

						当社関連－その他作業中 トウシャカンレンタサギョウチュウ																0																		0										0																						0														0																																0						0

						当社関連－作業休止中 トウシャカンレンサギョウキュウシチュウ																0																		0										0																						0														0																																0						0

						その他－活線作業中 タカッセンサギョウチュウ																0																		0										0																						0														0																																0						0

						その他架－他作業中 タカタサギョウチュウ																0																		0										0																						0														0																																0						0

						その他－作業休止中 タサギョウキュウシチュウ																0																		0										0																						0														0																																0						0

						その他－他作業中 タタサギョウチュウ																0																		0										0																						0														0												3																				3						3

						その他 タ																0																		0										0										1												1														0																																0						1

						計 ケイ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		3		0		0		0		0		0		0		0		0		0		3		0		0		4

				他物接触事故 タモノセッショクジコ		樹木接触 ジュモクセッショク																0						1												1										0																						0														0																																0						1

						樹木落下 ジュモクラッカ																0																		0										0																						0														0																																0						0

						樹木倒壊 ジュモクトウカイ																0						1												1										0																						0														0																																0						1

						竹接触 タケセッショク																0																		0										0																						0														0																																0						0

						他物飛来又は落下 タブツヒライマタラッカ		1														1		1																1										0																						0														0																																0						2

						鳥獣接触 チョウジュウセッショク																0																		0										0										1												1														0												5												1						1		7						8

						その他 タ												1				1						2												2										0																						0														0																																0						3

						計 ケイ		1		0		0		0		0		1		0		2		1		0		4		0		0		0		0		0		5		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		5		0		0		0		0		0		1		0		0		1		7		0		0		15

				施設不完全 シセツフカンゼン		製作不完全 セイサクフカンゼン																0																		0										0																						0														0																																0						0

						施工不完全 セコウフカンゼン																0																		0										0										1												1														0						2																										2						3

						保守不完全 ホシュフカンゼン												1				1														1				1										0						2				6						2						10														0						3		1		2																						6						18

						過負荷 カフカ																0																		0										0																						0														0																																0						0

						自然劣化 シゼンレッカ																0																		0										0										7												7														0																																0						7

						水トリー（再掲） ミズサイケイ																0																		0										0																						0														0																																0						0

						その他 タ																0																		0										0																						0														0						1		1				1																				3						3

						計		0		0		0		0		0		1		0		1		0		0		0		0		0		0		1		0		1		0		0		0		0		0		0		0		2		0		14		0		0		2		0		0		18		0		0		0		0		0		0		0		0		0		6		2		2		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		11		0		0		31

				その他 タ																		0																		0										0																						0														0						1																								1		2						2

				自発合計 ジハツゴウケイ				1		0		0		0		0		2		0		3		1		0		4		0		0		0		1		0		6		0		0		0		0		0		0		0		2		0		16		0		0		2		0		0		20		0		0		0		0		0		0		0		0		0		7		2		2		9		0		0		0		0		0		1		0		0		2		23		0		0		52

		気象条件事故 キショウジョウケンジコ		雷 ライ																		0																		0										0										1												1														0						14				2																						16						17

				塩 シオ																		0																		0										0																						0														0																																0						0

				風雨 フウウ				1										1				2		3				1												4										0										1		2										3				1										1						1		1		2		10								1				11								26						36

				氷雪 ヒョウセツ																		0																		0										0																						0														0																																0						0

				地震 ジシン																		0																		0										0																						0														0																																0						0

				洪水 コウズイ																		0																		0										0																						0														0																								4								4						4

				その他 タ				1														1																		0										0																						0														0																																0						1

				気象条件計 キショウジョウケンケイ				2		0		0		0		0		1		0		3		3		0		1		0		0		0		0		0		4		0		0		0		0		0		0		0		0		0		2		2		0		0		0		0		4		0		1		0		0		0		0		1		0		0		15		1		4		10		0		0		0		1		0		15		0		0		0		46		0		0		58

		他発事故 タハツジコ		公衆過失又は故意 コウシュウカシツマタコイ		自動車衝突 ジドウシャショウトツ																0																		0										0																						0														0																																0						0

						建築所 ケンチクショ																0																		0										0										1												1														0																																0						1

						公衆伐採 コウシュウバッサイ																0																		0										0																						0														0																																0						0

						他企業による外傷 タキギョウガイショウ																0																		0										0						1				1												2														0																																0						2

						クレーン車接触 クルマセッショク																0																		0										0																						0														0																																0						0

						アンテナ接触 セッショク																0																		0										0																						0														0																																0						0

						凧旗のぼり飾り等 タコハタカザトウ																0																		0										0																						0														0																																0						0

						いたずら																0																		0										0																						0														0																																0						0

						盗難 トウナン																0																		0										0												1										1														0																																0						1

						火災 カサイ																0																		0										0										1												1														0																																0		2				3

						漏水 ロウスイ																0																		0										0																						0														0																																0						0

						その他 タ																0																		0										0																						0														0																								1								1						1

						計 ケイ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		3		1		0		0		0		0		5		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		1		2		0		8

				その他 タ																		0																		0										0																						0														0																																0						0

				他発合計				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		3		1		0		0		0		0		5		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		1		2		0		8

		その他 タ																				0																		0										0																						0														0																																0						0

		原因不明 ゲンインフメイ																				0														1				1										0										5		3				1						9														0						3		1		2		1																				7						17

		合計 ゴウケイ						3		0		0		0		0		3		0		6		4		0		5		0		0		0		2		0		11		0		0		0		0		0		0		0		3		0		26		6		0		3		0		0		38		0		1		0		0		0		0		1		0		0		25		4		8		20		0		0		0		1		0		17		0		0		2		77		2		0		135



火災　1件（2.6%）

他企業による外傷　2件（5.3%）

盗難　1件（2.6%）

建築所　1件（2.6%）

雷　1件（2.6%）

風雨　3件（7.9%）

ＣＶ　　　　

ＣＶＴ　　　

施設後経過年数

事故件数

ＣＶ・ＣＶＴケーブル自然劣化事故の施設後経過年数別件数

10年未満

10年未満

10～15年未満

10～15年未満

15～20年未満

15～20年未満

20～25年未満

20～25年未満

25～30年未満

25～30年未満

30年以上

30年以上

不明

不明

0

0

0

0

0

0

0

1

0

2

0

3

0

1

製造年

種　別

期末の自家用統計表を直接冊子の表へ転記する。

（件）

&L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　&"ＭＳ 明朝,標準"&14－17－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　&C&"ＭＳ 明朝,標準"&14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－18－　　　　　　　&"ＭＳ Ｐゴシック,標準"&11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



				７．GR付PAS，UGS・UASの取付状況 ツトリツケジョウキョウ



&C&"ＭＳ 明朝,標準"&14－19－



		H1		H1

		元年下		元年下

		2		2

		2下		2下

		3		3

		3下		3下

		4		4

		4下		4下

		5		5

		5下		5下

		6		6

		6下		6下

		7		7

		7下		7下

		8		8

		8下		8下

		9		9

		9下		9下

		10		10

		10下		10下

		11		11

		11下		11下

		12		12

		12下		12下

		13		13

		13下		13下

		14		14

		14下		14下

		15		15

		15下		15下

		16		16

		16下		16下

		17		17

		17下		17下

		18		18

		18下		18下

		19		19

		19下		19下

		20		20

		20下		20下

		21		21

		21下		21下

		22		22

		22下		22下

		23		23

		23下		23下

		24		24

		24下		24下

		25		25

		25下		25下

		26		26

		26下		26下

		27		27

		27下		27下

		28		28

		28下		28下

		29		29

		29下		29下

		30		30

		30下		30下

		R1		R1

		R1下		R1下



GR付PAS：令和元年度下期取付率：100%

GR付UGS・UAS：令和元年度下期取付率：96.9%

(%)

ＰＡＳ

ＵＧＳ・ＵＡＳ

(年度）

取り付け率

期中新設需要者への取付率推移

55.6

64.1

85.1

91.1

95.8

0

95.8

1.4

98.3

4

98.7

8.9

98.2

17.2

98.4

20.7

99

25.4

99.3

28.1

99.5

31.4

99.5

39.3

99.7

37.9

99.3

39.4

99.7

39

99.5

40

99.3

42.8

99.5

45.4

99.2

45.7

99

51.8

99.5

48.8

98.7

57

99.4

54.2

99.1

59.4

99.4

58.6

99.3

63

99.2

66.2

99.3

69.4

99.6

64.7

99.5

66.3

99.4

74.9

99.3

69.4

99.1

74.1

98.9

75.3

99.2

76.1

99.1

83

99.2

79.3

99.3

82.8

99.1

81.5

99.3

86.5

99.4

85.2

99.4

85.2

99.4

89.3

99.8

86.4

99.4

90.2

99.6

91.2

99.7153024911

91.8260869565

99.9107408509

93.9794419971

100

93.5

100

94

99.97

93.1

99.9

96.2

100

95.5

100

97

99.8

97.7

99.8

97.9

100

96.3

99.8

98.3

99.9

96.8

100

96.9



		5		0		12		1		5		5		5		5		5		45		5

		6		1		16		1		6		6		6		6		6		35		6

		7		2		12		2		7		7		7		7		7		20		7

		8		3		11		5		8		8		8		8		8		12		8

		9		0		17		1		9		9		9		9		9		17		9

		10		0		9		4		10		10		10		10		10		14		10

		11		1		15		0		11		11		11		11		11		7		11

		12		0		12		1		12		12		12		12		12		14		12

		13		0		13		1		13		13		13		13		13		13		13

		14		1		17		1		14		14		14		14		14		8		14

		15		0		6		0		15		15		15		15		15		7		15

		16		0		8		2		16		16		16		16		16		12		16

		17		0		6		0		17		17		17		17		17		17		17

		18		2		4		1		18		18		18		18		18		8		18

		19		1		9		0		19		19		19		19		19		5		19

		20		0		9		2		20		20		20		20		20		12		20

		21		2		8		0		21		21		21		21		21		0		21
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令和元年度下期取付率：83.5%

(%)

設置率

（年度）

設 置 率

GR付きＰＡＳ、ＵＧＳ・ＵＡＳ設置率の推移

7.4

9.2
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ＰＡＳ


ＵＧＳ


・


ＵＡＳ


元年上


55.6 7.4


元年下


64.1 9.2


2上 85.1 11.6


2下 91.1 14.3


3上 95.8 0.0 17.0


3下 95.8 1.4 19.4


4上 98.3 4.0 21.8


4下 98.7 8.9 23.7


5上 98.2 17.2 25.8


5下 98.4 20.7 27.6


6上 99.0 25.4 29.6


6下 99.3 28.1 31.2


7上 99.5 31.4 32.8


7下 99.5 39.3 34.6


8上 99.7 37.9 36.7


8下 99.3 39.4 38.2


9上 99.7 39.0 39.7


9下 99.5 40.0 40.9


10上 99.3 42.8 42.4


10下 99.5 45.4 43.8


11上 99.2 45.7 45.4


11下 99.0 51.8 46.2


12上 99.5 48.8 47.2


12下 98.7 57.0 48.9


13上 99.4 54.2 50.1


13下 99.1 59.4 51.2


14上 99.4 58.6 52.4


14下 99.3 63.0 52.7


15上 99.2 66.2 54.0


15下 99.3 69.4 55.1


16上 99.6 64.7 55.9


16下 99.5 66.3 56.9


17上 99.4 74.9 57.4


17下 99.3 69.4 59.0


18上 99.1 74.1 59.8


18下 98.9 75.3 61.1


19上 99.2 76.1 61.9


19下 99.1 83.0 63.5


20上 99.2 79.3 62.4


20下 99.3 82.8 62.6


21上 99.1 81.5 63.6


21下 99.3 86.5 64.3


22上 99.4 85.2 65.0


22下 99.4 85.2 67.0


23上 99.4 89.3 67.5


23下 99.8 86.4 68.7


24上 99.4 90.2 69.0


24下 99.6 91.2 70.2


25上 99.7 91.8 71.8


25下 99.9 94.0 73.1


26上 100.0 93.5 73.6


26下 100.0 94.0 74.7


27上 100.0 93.1 75.4


27下 99.9 96.2 76.3


28上 100.0 95.5 77.0


28下 100.0 97.0 78.2


29上 99.8 97.7 78.7


29下 99.8 97.9 80.0


30上 100.0 96.3 79.0


30下 99.8 98.3 80.0


R1上 99.9 96.8 80.9


R1下 100.0 96.9 83.5


期中新設取付率(%)


年度


期末


設置


率(%)
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波及事故防止対策について
①ケーブル（３８件）

【事故原因】
・原因として，保守不完全（１０件）および自然劣化（７件）が多い。
・施設後２０年超過で事故件数が増加傾向。

【事故対策】
・日本電線工業会の「CVケーブルの更新推奨時期」を参考に，定期的な保守点
検と早めのケーブル更新が事故防止に効果的です。

（高圧ＣＶケーブルは水トリーへの耐性が高いＥ－Ｅタイプへの更新をおすすめ
します）

出典；関東東北産業保安監督部
「CVケーブル更新のお願い」

保守不完全事例
（ケーブルテープ処理部から浸水し，絶縁破壊）

※令和元年度自家用波及事故発生状況について P15参照
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波及事故防止対策について
②開閉器（２５件）

【事故原因】
・原因として，雷によりPAS内部が絶縁破壊したものが多い。

【事故対策】
・避雷器内蔵タイプまたはＰＡＳ近傍へ避雷器を取付けることが効果的です。

■雷によるPAS内部短絡（避雷器内蔵無し）

※令和元年度自家用波及事故発生状況について P13参照
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波及事故防止対策について
③主遮断器（遮断器・ＬＢＳ）・断路器

【事故原因】
・原因として，キュービクルへの雨水侵入による絶縁破壊が多い。

【事故対策】
・キュービクルへの雨水進入対策として，下記対策が有効です。
（1）ゲタ基礎の両端を遮蔽し，直接の風雨侵入を防ぐ
（2）底面に鋼板などを施設し，底面からの風雨侵入を防ぐ
（3）換気口（内側）に水平水切板を設ける

出典；日本電機工業会 「ｷｭｰﾋﾞｸﾙ式高圧受電設備を安全にお使いいただくために」

※令和元年度自家用波及事故発生状況について P17参照
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波及事故防止対策について

前述①～③を含む波及事故の多くは，主遮断器の電源側で発生し
ております。
波及事故の防止には，区分開閉器（PAS，UGS・UAS）の取付
が有効です。

まとめ

ＰＡＳ ＵＧＳ
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東京2020オリンピック・パラリンピック開催について
〇オリンピック・パラリンピック開催によって，わが国に対する注目が高まっている中，波及
事故により会場付近一帯を停電させることは，社会的信用を損なう虞があります。

「出典；地理院地図（電子国土Web）をもとに東京電力ﾊﾟﾜｰｸﾞﾘｯﾄﾞ株式会社にて作成」

■会場付近の自家用電気工作物を管理されている主任技術者さまにおかれまして
は，開催前に下記実施をお願いいたします。
 上述の波及事故防止対策の徹底をお願いいたします。
 月次・年次点検をしっかりと実施し，設置者さまへ十分な説明をお願いいたします。
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２．自家用事故事例について
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波及事故事例①
「建物改修中，充電中ケーブルを停止中と誤認し，グラインダーで切断し事故発生」

引込ケーブル
充電中

至 引込柱
※PASなし

LBS「開」

建物停電
改装工事中切断

＜概略図＞

■停止操作は，主遮断装置の開放のみでなく，断路器・区分開閉器（引込口
に区分開閉器がある場合）まで開放するよう，お願いいたします。

■停電範囲の誤認は，人身災害（感電，アークによる火傷等）に繋がるおそれ
があります。作業者へ，停電範囲の周知をお願いいたします。



©TEPCO Power Grid, Inc. All Rights Reserved. 無断複製・転載禁止 東京電力パワーグリッド株式会社 2020.2 12

波及事故事例②
「点検終了後，LBS一次側に取付た短絡接地器具を外さずにPASを投入」

外し忘れ（１線取付状態）

■短絡接地器具取付中は，接地標識（接地中札）の取付をお願いいたします。
■送電前は，キュービクル内を確認し，短絡接地や工具・測定器の取外確認をお

願いします。
■PASは制御電源内蔵タイプを推奨いたします。

＜概略図＞
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３．電力設備における劣化診断技術の
ご紹介について
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東京電力PG配電設備の保全範囲

・鉄筋コンクリート柱 約580万本
・電線 約36万km
・高圧ケーブル 約3.7万km

・高圧開閉器 約４７万台 ・変圧器 約250万台
・地中機器（高圧配電箱含む） 約31万台
・22kV機器 約300基

配電部門

工務部門

配電部門では，送配電設備のうち，22kV以下の配電設備を管理しています。
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東京電力PG配電部門の事業構成

新事業

東京電力PGは，電力の託送業務を行う一方で，託送業務で得られた高度な設備
診断技術を用い，自家用電気設備の保全サポートを実施しております。

東京電力パワ－グリッド

遮断器点検 ケ－ブル劣化診断電柱点検

開閉器点検 設備補修

自家用設備
保全をサポ－ト

ケーブル診断状況

送配電事業（託送業務）
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6kV（３kV） CVケ－ブルの劣化診断
水トリ－は，ケ－ブル製造時に内在した水分や，水没環境など外部から水分が浸入
することで発生します。水トリ－が絶縁体を橋絡することで絶縁破壊に至ります。

ボウタイトリ－

CV-T(E-T)ケ－ブル

水トリ－による絶縁破壊事例

内導トリ－

外導トリ－
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6kV/3kV CVケ－ブルの構造と架橋方式の変遷

タイプ 内部半導電層 外部半導電層 架橋方式

T-T テ－プ式 テ－プ式 湿式架橋

E-T フリスト式 テ－プ式 湿式架橋

E-E フリスト式 フリスト式 乾式架橋

シ－ス

抑えテ－プ

遮蔽層

外部半導電層（フリスト式）

絶縁体

内部半導電層（フリスト式）

導体

Ｅ－Ｅタイプ

＜ケ－ブルの構造比較＞

シ－ス

抑えテ－プ

遮蔽層

外部半導電層（テープ式）

絶縁体

内部半導電層（フリスト式）

導体

Ｅ－Ｔタイプ
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6kV CVケ－ブルの劣化診断

パスが多いトリ－ パスが少ないトリ－

・樹枝状トリ－が面的多数発生するため，
漏れ電流が大きい。

・針状トリ－がまばらにしか発生しないため，
漏れ電流は少ない。

水トリ－は，メ－カによって劣化特性が異なっており，一律的な判定基準では正
確な診断はできません。特性に合った判定基準が必要です。

水トリ－の発生傾向と電気的特性について

漸増現象

キック現象
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6kV CVケ－ブルの劣化診断

6kV CVケ－ブルの水トリ－劣化は，
絶縁体を橋絡しないと検知することができません。

ケ－ブルの浸水 水トリ－の発生 絶縁破壊水トリ－が絶縁
体を橋絡

水分のシ－ス
透過

経過年

絶縁
性能

水トリ－の進展と絶縁性能のイメ－ジ

3.8kV

水トリ－により
耐電圧性能が低下

漏れ
電流

漏れ電流

水トリ－を検知できる時期

水トリ－劣化のメカニズム
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6kV CVケ－ブルの劣化診断

東京電力PGでは，停電診断の回避のため，活線劣化診断技術を開発しました。

交流重畳型活線劣化診断

 水トリ－の劣化判定原理
水トリ－劣化が進行している絶縁体の電気特性は非線形と

なります。交流重畳法は，水トリ－の非線形特性に起因する
周波数の変調作用を用いた測定法です。
ケ－ブル遮蔽層に101Hzの交流重畳電圧を課電すると，水
トリ－の変調作用により1Hzの交流重畳電流が発生します。
この交流重畳電流の大きさなどから劣化判定を行います。

劣化ケ－ブルの測定波形

1Hzの劣化信号がし発生
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6kV CVケ－ブルの劣化診断

【事例の内容】
絶縁測定では，水トリ－劣化を診断することは難しい。
5,000Vメガ－による管理を実施しており，結果は『良』。
経年劣化が心配なので活線診断を実施しました。
診断の結果，メガ－では『良』判定でしたが，活線診断
の結果，『劣化』判定となりました。他のケ－ブルも診断し，
正確な良否判定ができ，設備更新の要否を判断できた
事例です。

交流重畳型活線劣化診断 ＜自家用設備の診断例＞

診断結果例⇒ 『更新が必要』 診断結果⇒ 『継続使用』

【診断例】
同じ製造年でもケーブルによって劣化度合いは全く異なる⇒設備更新の最適化

劣化信号
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接地線の処理方法について

測定ケ－ブル

切断

再接続
(圧着)
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活線診断ができないケース

 終端部が上から下に布設されている。

露出充電部

ケーブル接地線

⇒ 接地線を切断・接続する際，誤って材料・工具を落下さ
せた場合，短絡等の恐れがある。

 終端部が狭隘箇所に布設されている。
⇒ 作業スペースが無いため，測定コード等取り付けができ

ない。安全に作業を行えない。
 耐火ケーブル（ＦＰ・ＦＰＣ）を使用している。

⇒ 耐火ケーブルはその構造上，交流重畳法で正確な診断ができない。
劣化していないケーブルでも【劣化】判定となってしまう。

上記のケースとなった場合は，
停止による直流漏れ電流試験により診断を致します。
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6kV CVケ－ブルの劣化診断

直流高圧法では，これまでの豊富な測定実績から，独自の判定基準を定め，正
確な劣化診断を実施しています。

直流高圧法(非破壊劣化診断)

直流高圧法装置

劣化判定基準
(電気管理技術 2004/8 No287)

漏れ電流と破壊電圧の相関判定項目 良好 要注意
漏れ電流値 0.1uA未満 0.1uA以上～1.0uA未満 1.0uA以上
正極比 1.5以上 1.0超過～1.5未満 1.0以下
弱点比 1.0以下 1.0超過～2.0未満 2.0超過
不平衡率 200%未満 200%以上
キックの有無 なし あり

漏れ電流値と絶縁破壊電圧の相関から
独自の判定基準にて運用しています

測定状況
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6kV CVケ－ブルの劣化診断

【事例の内容】
お客様より，『測定中に絶縁破壊を起こさせない』との要望のもと，直流高圧法に
て6kV CVケ－ブルの劣化診断を実施しました。
停止時間が3時間という制約の中，3系統で同時に診断を実施した事例です。

直流高圧法(非破壊劣化診断) ＜自家用設備の診断例＞

10kV

測定時間

6kV

2kV
1kV

0

５
分

１
分

５
分

１
分

５
分

５
分

電圧印加イメージ 通常の測定方法（10kV
）通常の測定方法（6kV）

非破壊での診断方法

印
加
電
圧

・1kV毎に昇圧し，１分間を目安に劣化様相が無いことを確認
・規程電圧（6kV,10kV)に到達後５分間測定する
・キック現象等の劣化様相を確認した時点で，速やかに電圧印加
を中止する

昇圧時に絶縁
破壊のおそれが
ある

夜間での3系統同時測定

ステップ課電の概要
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鉄筋コンクリ－ト柱の診断

鉄筋コンクリ－ト柱の
曲げ破壊試験

鉄筋コンクリ－ト柱は，平野部，山間部，沿岸部など，
さまざまな環境に設置されるため，その環境に応じて，さ
まざまな劣化事象が発生します。

横ひび割れ 塩害による縦ひびと剥離 合わせ目劣化による
柱体剥離
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鉄筋コンクリ－ト柱の劣化に対する取り組み

残存強度調査 長期暴露試験解体調査

残存強度調査

 外観の劣化性状と，コンクリ－ト内部劣化状況の相関につ
いて調査

 強制的にひび割れを発生させ，ひび割れの進展や鉄筋への
影響について長期間にわたり調査

 劣化性状と残存強度，安全率について調査

解体調査

長期暴露試験
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鉄筋コンクリ－ト柱の診断
劣化メカニズムの調査や残存性能試験などから，ランク判定を定めており，精度
の高い設備更新判定を行っています。(学校の防球ネット柱にも適用できます。)

ランク判定 診断結果
A 緊急的な更新
B 計画的な更新
C 経過観察しながら継続使用
D 継続使用

ランク判定イメ－ジ

緊急的な更新 計画的な更新 経過観察

照明柱の昇柱点検インフラ系 照明柱の精密点検
今後は，公共施設への展開を計画
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画像診断

ケ－ブルヘッドの発熱VCTリ－ド線の発熱

配電機材の接続不良や絶縁ゴムの劣化に対しては，熱画像診断が有効です。
活線状態で不良を捉えられ，事故防止に活躍しています。

熱画像診断

MDS投入不足の発熱絶縁ゴムの発熱
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画像診断

塩害や粉塵の影響がある場合は，コロナカメラによる部分放電診断が有効です。
肉眼では捉えられない，初期劣化の発見に活躍しています。

部分放電診断

ケ－ブルヘッドの放電 開閉器リ－ド線の放電

故障モ－ルド変圧器の部分放電 モ－ルド変圧器

部分放電カメラ

モ－ルド変圧器診断状況
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モ－ルド変圧器の故障モ－ド
これまでに確認されているモ－ルド変圧器の故障モ－ドは以下の通りです

変圧器の振動 接続部の緩み 発熱 絶縁物の焼損 絶縁破壊

接続に関する故障モ－ド

粉塵の蓄積やモ－ルド
内部の劣化

微小間欠放電
（初期～中期劣化）

連続放電
（末期劣化） 絶縁物の焼損 絶縁破壊

レヤショ－トに関する故障モ－ド

異常が無ければ，継続使用可能

異常が無ければ，継続使用可能

本診断にて捉えられる範囲
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自家用設備の診断・コンサルト
設備診断・コンサルト
 設備更新計画の作成補助
 経年設備のスポット点検・診断

設備更新・故障時のバックアップ
 仮設電源の敷設(仮設ケ－ブル)

これまでの自家用設備診断・コンサルト実績
お客さま 実施状況 内容
工場 実施済み ケ－ブルの測定結果に対するコンサルト
工場 実施済み 電柱の精密点検(10基)
工場 実施済み ケ－ブル活線診断(約1個所)

イベント会場 実施済み ケ－ブル活線診断(約10個所)
イベント会場 実施済み ケ－ブル直流漏れ電流測定(約10個所)

故障原因調査
 ケ－ブル事故点標定
 事故防止・波及性の評価
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自家用設備の診断・コンサルト

施設A 施設D施設B 施設E施設C

設備管理箇所

電気設備の寿命評価と更新優先順位づけ

点検報告書

点検報告書

点検報告書

点検報告書

点検報告書

点検報告書

・ケ－ブル更新 10件
・変圧器更新 10件
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・

設備更新はしたいけど，予算
がないなぁ
でも故障は避けたいなぁ

どういう優先順位で更新すれば
いいか? 分かるといいなぁ

⇒ 劣化状況に応じた 設備更新の優先順位付け
設備の劣化状況の応じて，設備更新の優先順位付けをサポ－トします。
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自家用設備の診断・コンサルト

お客さまの電気設備に関するお困りごとやお悩み等のご相談をもとに最適な評価方法をご提案いたします
１．お打ち合わせ

２．現地調査
お客さまの電気設備を現地調査いたします

・評価方法のご提案
・お見積金額のご提示

３．契約
現地調査結果を踏まえ，ご契約いたします

1.お打ち合わせ 2.現地調査 3.契約 4.現地測定 5.報告書提出

４．現地測定
現地設備の診断を実施いたします

５．報告書提出
調査・診断結果の評価内容から報告書を作成しご提出いたします

お客さまの電気設備に関するご提言が可能です
・保安管理体制や法定点検の最適化
・法定点検以外の高度な点検
・効率的な設備更新計画の策定

→現地設備の健全性を確認
各種装置を用いた設備の診断結果を踏まえ，設備の状況を評価

・ケーブル劣化診断
・各種機器 画像診断
(サーモカメラ，コロナ放電カメラ) 等
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<問い合わせ先>

東電タウンプランニング株式会社
営業部
TEL: 03-6371-1752
URL:https://www.ttplan.co.jp/

・各種診断は，東京電力パワーグリッド株式会社が実施致します。
・ご相談は，問い合わせ窓口の東電タウンプランニング株式会社まで

お願い致します。

＊東電タウンプランニング（株）は東京電力パワーグリッド(株)100％出資
の子会社です。
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ご清聴ありがとうございました
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